
領盈

ミス七夕 草Eから大河内藤保さん、 平砂織さん、極王国みねこさん

か
見
る
よ
り
出
向
く
よ
り
踊
る
も
の

H

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
1
ド
に
華
を
添
え
ま
す
。

は
、
七
旬
五
日
(
木
)
か
ら
九
日
(
月
)
ま
で
の
五
日
間
、
東
海
道
官
汚
趨
り
キ
ギ
心
に
繰
り
広

M

4

カ
釈
に
案
内
務

ら
れ
ま
す
。
ぢ
タ
ま
つ
り
に
華
を
添
え
る
ミ
ス
七
夕
も
「
平
塚
の
額
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
知
性
と

市
渓
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客
の

教
養
に
あ
ふ
れ
た
明
る
い
一
一
一
人
の
お
嬢
さ
ん
が
選
ほ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
四
十
聞
を
記
念
し
て

た
め
に
、
駅
北
口
駅
梶
山
、
富

山
会
い
の
像
や
記
念
誌
の
発
K

代
お
タ
ア
ロ
ハ
の
定
釈
な
ど
、
多
彩
な
一
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
土
耕
一
ι立
問
、
市
民
ブ
ラ
ザ
に
案
内

富
岡
伺
と
紀
子
さ
ん
の
結
婚
式
で
し
て
い
ま
す
。
所
を
設
け
ま
す
。
迷
い
子
の
と
き

ザ
ヤ
ン
ベ
ー
ノ

七
夕
ま
つ
り
の
準
備

iど
れ

γ
訂
ド
自
u
w間
一

豪

撃

パ

レ

i
ピ

同

3
h
Eり
の
と
き
に
ご

ツ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
事
前
の
武
曲
豆
、
テ
レ
ビ
ま
ん
が
の
お
ぼ
七
夕
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ノ

宣
伝
の
キ
ャ
ン
ベ
ン
は
、
ミ
っ
ち
ゃ
ま
く
ん
、
花
の
万
博
な
ど
ト
は
、
義
信
ミ
ス
七
:
遂
行
経
警
護

ス
七
夕
が
一
役
寅
っ
て
、
七
夕
統
計
問
題
は
、
つ
き
ま
せ
ん
。
タ
の
女
王
と
十
三
閲
体
九
百
人
の
パ
ス
と
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と
還

り
が
掲
出
し
て
あ
る
喜
駅
へ
六
い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ
ス
テ
ル

t

桑
田
肌
め
バ
レ
ー
に
で
す
。
特
に
草
枯
空
襲
わ
り
ま
す
。
厚
木

月
十
六
日
(
土
)
に
二
一

f
一
一
一
日
カ
ラ
ー
を
中
心
に
、
お
と
ぎ
の
関
今
年
は
、
四
十
回
を
記
念
し
て
、
方
産
、
伊
勢
原
万
随
、
秦
野
↑
万
函

(
工
)
に
は
千
葉
方
何
回
へ
向
か
い
や
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
を
肴
現
し
、
ミ
ス
花
巻
や
す
出
向
山
市
の
キ
ャ
ン
ベ
は
、
平
日
が
十
二
将
か
ら
最
終
ま

ま
す
。
ま
た
、

J
R
平
塚
駅
は
、
観
光
客
を
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ

l
ン
ガ
ー
ル
、
湖
南
の
ミ
ス
(
線
で
。
土
@
臼
は
十
時
か
ら
一
最
終
ま

市

内

の

小

学

生

一

千

六

百

人

が

夢

ワ

。

沢

市

、

鎌

倉

市

、

茅

ヶ

崎

市

、

寒

で

N
T
T
平
塚
営
業
所
前
長
会

者

番

い

た

短

併

を

風

鈴

に

付

ォ

、

川

町

)

が

特

別

参

加

し

て

、

パ

レ

り

ま

す

。

六

月

十

九

日

か

長

長

り

一

引

け

戸

羽

八

後

一

新

ま

す

。

七

夕

ア

ロ

ハ

を

更

新

し

ま

し

い

十

舛

ン

錯

誤

門

J

月

JZN野
監
ア

即
総
長
霞
す
る
「
出
会
い
の
た
。
五
年
に
孟
縫
様
替
え
し
て

4
i
f暢

2
7
8年
l
f
L
5
J

像
」
は
、
彫
刻
家
峯
田
暴
判
部
氏
に
い
る
も
の
で
、
ア
ロ
ハ
の
一
7
1
マ
ミ
ス
七
夕
は
、
六
豆
一
一
臼
市
民
ネ
ス
専
門
学
校
1
年

委
長
山
中
で
す
が
、
七
汚
二
日
に
除
は
「
ロ
マ
ン
と
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
で
一
関
か
れ
た
吋
ミ
ス
七
官
E
l
砂
織
さ
ん
(
幻
意

幕
式
を
行
い
ま
す
。

l
」
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
タ
ッ
チ
タ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
応
募
者
二
僻
平
塚
市
虹
ケ
浜
橋
般
学
園
大

話
題
め
骨
競
り
で
、
七
夕
の
夜
空
を
表
現
し
、
口
百
五
十
六
人
の
中
か
ら
、
ミ
ス
七
主
議
主
主

ー
マ
字
で
「
平
塚
七
夕
」
と
入
つ
夕
と
七
夕
の
皇
の
お
嬢
さ
ん
が
選
官
綴
田
み
ね
こ
さ
ん
(
間
以
歳
)

日
本
一
の
袋
肇
な
竹
品
開
り
の
今
で
い
ま
す
。
色
調
は
、
メ
1
ン
カ
ば
れ
ま
し
た
。
撃
や
か
な
パ
レ
1

8
茅
ヶ
崎
市
芹
沢
藤
沢
御
所
見

年
の
話
題
は
、
何
と
い
っ
て
も
札
ラ
l
の
絡
に
白
と
金
を
プ
ラ
ス
し
ド
の
主
役
を
務
め
る
と
と
も
に
、
幼
稚
康

一
年
間
半
塚
の
顔
と
し
て
活
躍
し

党
七
夕
の
裂
の
綴
介

て
い
、
に
た
き
ま
す
。

官
五
十
燭
美
穂
子
さ
ん
(
東
京
都
)

品
質
ミ
ス
七
夕
の
紹
介

古
内
田
か
お
る
さ
ん
(
横
浜
市
)

合
大
湾
内
志
向
怖
さ
ん
(
話
歳
)
官
小
笠
原
雅
子
さ
ん
〈
竜
城
ケ
丘
)

@
横
浜
市
旭
区
前
半
ポ
情
報
ピ
ジ
官
竹
内
題
審
さ
ん
(
川
川
崎
市
)

人口 243，533人

数霧 島号，538t量鯵

(平成2年 5月 l臼現在)

七
夕
の
女
主
は
、
松
竹
女
優
の

東
ち
づ
る
当
ん
。
第
二
回
松
竹
新

人
タ
レ
ン
ト
オ
l
デ
J

シ
ョ
ン
に

応
募
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
辱
。

「
ザ
ゴ
ウ
ィ
ー
ク
」
や
「
所
さ

ん
の
ま
つ
か
な
テ
レ
ビ
」
な
ど
レ

ギ
ュ
ラ
ー
番
組
五
本
を
持
つ
売
れ

一
つ
子
女
優
。
ド
ラ
マ
は
「
さ
す
ら

一
い
刑
事
旅
障
や
「
味
松
亭

一
の
西
約
掠
」

女 7月5El (氷)
13: 00 木遣りまといパレド 中心街
13: 30 神奈川アマチュアーマジック大会 市民センタ-

14: 30 ミス七夕披露、 )11輔市消紡音長縁パレ ド 中心街
15 : 45 市内小学校音楽隊パレード 中心街

会 7月6El (会)
12: 00 
12 00 

15ョ 30 七夕おどりパレード
18 : 00 じタまつり

'(:{7}寺 7臼 (ニ乞)
12: 30 
13 加
19 00 

やや、小

氏名、年齢、

「〒2201繁浜市街区老松町19
ラジオ臼本トヨタ歌の祭典係」へ。締め切

り 6月22日後述。

す 7月8El (釘)
11:00 

平壕バトンク

ラフ、ヨコハマむ FOト-)レフラッグチーム、サン
マーチングスクール、 SAGAMI
ス、寒)1;水 f山パンに鼓笛陣、 P
タジオベコ、日本ボーイスカワ
事野少女ラッパ離
ミヲプ古提.

記号7fl8El(13) 
10: 00 俳句大会 u器習時ド

.1 什榔大会(中央公民間). 
13 : 00 ・捗射神事「書々九手挟式J(平塚八幡宮)

公務総額七夕Zまつり空軍薬コンクール

・申し込み 8月18Ell対までに商工会議所へ。

13: 40 

担当iiiii;i!?直密議題iiinD2b寸。苧1蟹選韓漁ド詰
ffS1512ii;ij鶴川欝JiiitE

413 



全
聞
で
ワ
ー
ス
ト
限
位
と
い
う
不
名
誉
な
呉
市
川
の
交
通
事
故
発
牛
存
数
に
対
し
、
県
は
五
月

広
報
設
で
は
、
夏
休
み
部
間
を
ん
や
お
母
言
ん
と
ご
一
緒
に
、
ま

1
念
藤
原
一
般
箆
棄
物
最
終
処
分

一

日

、

県

内

の

二

十

市

町

を

「

緊

急

対

策

地

域

」

に

指

定

し

、

そ

の

中

で

、

平

塚

市

を

含

む

五

利

用

し

て

よ

誌

の

施

緩

を

綴

光

パ

た

お

友

達

と

誘

い

合

っ

て

ご

告

訴

場

1
T穴
公
民
館
e

陶
芸
教
室

市

亭

一

、

今

後

交

通

事

故

の

多

発

が

予

畑

制

さ

れ

る

地

域

と

し

て

投

意

を

呼

び

掛

け

て

い

る

。

な

ス

で

ご

案

内

す

る

親

子

施

設

見

学

を

c

マ
定
員
各
自
山
人
(
子
供
会
な
ど

お

、

こ

れ

を

受

け

て

平

塚

市

ヂ

通

安

全

苅

策

抑

警

官

で

は

、

六

月

十

一

日

(

汚

)

か

ら

三

十

日

会

を

聞

く

0

7

実
施
臼

7
汚
お
臼
(
在
、
五
あ
さ
れ
る
場
合
は
、

2
人
以

(

土

)

ま

で

の

一

一

十

臼

問

、

交

通

暴

故

隠

出

止

の

た

め

の

緊

急

対

策

を

展

開

閉

し

て

い

る

。

ム

づ

口

出

は

純

設

百

見

学

の

ほ

か

、

夏

お

臼

(

木

)

、

8
月
1
日
(
水
)
上
の
付
き
添
い
が
必
婆
)
先
誉
総

'

マ

費

用

無

料

今

年

に

入

っ

て

五

万

ま

で

の

一

は

、

言

入

橋

正

望

書

の

…

市

民

が

ち

ょ

っ

と

し

た

ミ

ス

や

不

量

子

ち

寵

設

議

参

き

マ

持

参

す

る

1
弁
当
エ
ブ

市

内

で

の

交

霊

放

発

生

件

数

は

一

東

海

道

本

通

り

二

百

十

六

ム

只

②

…

注

意

に

よ

っ

て

、

加

害

者

や

被

害

品

撃

さ

5
一

襲

撃

多

い

諮

問

委

6

‘

:
j
e
j
a
:

ロ
ン
、
タ
オ
ル
戸
各
自
1
枚
)

四

百

八

十

五

件

(

昨

年

同

時

期

六

一

平

塚

駅

君

主

書

簡

の

平

塚

一

費

量

の

場

合

は

犯

罪

者

と

な

鱗

き

物

も

つ

く

っ

て

み

よ

う

マ

申

込

雲

7
5日
(
金
)

富

十

七

件

)

で

減

少

傾

向

を

み

五

停

車

線

百

十

八

角

堂

平

塚

一

っ

て

昔

話

う

と

こ

ろ

に

あ

る

。

申

し

込

み

は

、

は

が

き

に

差

せ

て

は

い

る

が

、

亡

く

な

っ

た

方

一

会

露

関

の

八

機

器

土

屋

?

と

の

機

会

議

場

や

家

庭

で

の

の

量

が

眺

め

ら

れ

季

一

フ

ネ

タ

の

3
回

実

施

さ

れ

る

万

全

員

の

住

所

、

氏

名

は
九
人
(
向
七
人
)
と
逆
に
増
加
一
吉
7
T
四

台

と

な

っ

て

い

る

。

一

話

題

に

交

連

安

全

を

一

加

え

、

交

通

リ

ワ

ム

の

銭

安

ゃ

、

陶

芸

撃

と

マ

コ

ー

ス

市

役

所

(

午

前

9

学
年
、
電
話
看
守
、
第
1
1

・第
2

し

て

お

り

、

相

変

ら

ず

自

転

車

な

一

違

法

駐

車

に

よ

る

窓

通

渋

滞

や

…

重

量

主

に

つ

い

て

主

口

っ

し

て

実

擦

に

豪

み

茶

わ

ん

岸

壁

3
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
案
希
望
B
を
記
入
の
三
千

ど
の
二
輪
車
が
関
係
し
た
ケ
ー
ス

τfれ
に

伴

う

交

通

嘉

吉

、

開

設

一

て

い

た

だ

き

た

い

。

っ

て

み

る

o

i

N

T

?

事
館
。
ブ
一

7
2
翌
:
塚
市
浅
警
告
苛
ム
平
塚
市

が

日

以

中

て

平

一

段

日

韓

在

日

一

言

騒

車

場

に

何

日

目

hじ
い

崎

品

目

一

戸

出

崎

将

い

へ

。

塚

市

霊

安

全

対

策

協

議

会

で

一

に

し

て

い

る

青

空

駐

車

ゃ

、

交

通

一

雲

↑

駐

車

は

交

返

事

故

や

道

路

な

り

、

去

る

三

月

三

十

一

日

昼

一

の

ほ

か

、

童

相

殺

事

(

下

平

一

重

渋

O
九
六
一
一
)

は
運
動
の
覇
中
、
交
通
霊
…
に
支
障
を
き
た
す
迷
護
軍
を
は
一
渋
滞
の
大
き
な
原
閣
と
な
っ
て
い
て
消
火
栓
か
ら

5
5内
一
千
六
百
五
万
円
株
式
会
社
ア
イ
一
方
自
治
法
第
一
七
九
条
第
一
項
の
一
市
長
談
室
主
望
書
受
一
口
松
井
手
(
黒
部
丘
3

9

e

事
く
発
生
し
や
す
い
路
線
で
徹
…
じ
め
、
一
つ
の
重
量
数
の
竺
る
。
毒
必
ず
霊
か
駐
車
場
に
一
・
道
路
工
事
長
か
ら
5
日
以
内
…
シ
I
エ
I
企

画

一

規

定

に

著

書

遺

言

し

た

一

け

し

て

い

る

。

一

童

話

i-一
二
三

底
し
た
交
通
事
と
取
り
締
ま
り
一
で
使
用
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
入
れ
、
お
互
い
に
道
警
広
く
使
丁
パ
ス
停
か
ら
3
日

以

内

一

一

の

で

、

そ

の

措

援

を

講

じ

た

も

の

。

一

{

人

譲

幾

重

(

宮

二

口

重

点

(

土

選

三

八

八

@

霞

を
行
う
ほ
か
、
か
追
突
事
車
交
一
対
し
て
は
霊
に
取
り
締
ま
る
こ
一
お
う
。
一
マ
撃
す
る
と
留
め
余
襲
警
…
平
成
一
万
年
度
一
こ
の
結
果
、
高
是
正
綴
は
一
口
大
久
保
智
治
(
高
一
併
合
初
会
諮
問
!
O
一
八
八
)

詩
γ指
針

日

時

間

一

と

れ

計

ド

さ

は

替

良

な

一

J
時

長

持

区

域

一

以

日

訪

れ

翌

日

ょ

の

最

終

予

算

一

hHUUM一
軒
れ
れ
れ
十
一
パ
ト
諸
問
一
一
日
戸

L

l

i

i

1

3

て

い

く

。

一

1
1
1
1
1
1
i
i
j
i
l
l
i
l
i
-
-

一
平
成
一
零
度
の
一
雲
計
予
算
一
塁
壁
、
六
百
五
十
七
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六
百
一
日
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主
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農

業

委
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長

刊

誌

七

時

一

議
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事

長

路

子

一

は

事

の

iが
き

一

四

十
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っ
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一

言
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天

神

一
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五
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委

員

の

選
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十
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五

時

選
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韓

議
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経

わ

る
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許
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の
任
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三

五

衰

の
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に
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一
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人

権

縮

議

の

ご

判

明

沼

会

一

霊
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一

一
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一

期

満

了
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平

成

一

一

年

七

月

一

一

一

十

よ
る
と

Z
E暴露
轟

古

書

館

等

複

合

施

設

新

築

工

響

一

株

式

会

基

そ

ご

う

一

…

口

原

一

雄

(

入

野

一

八

六

一

三

日

)

に

伴

う

妻

、

七

月

十

五

百

時

の

市

古

川

一

韓

議

欝

ゐ

一

LP首長
五

十

一

時

間
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U
M
P一
月

一

日

一

入

量

委

員

三

川

口

町

日

時

三

品

一

位

一

月

下

ケ

長

一

五

認

さ

れ

ι

離

麟

管

絃

麟

麟

磯

町

山

部

一

共

同

間

企

業

体

一

い

画

廊

一

こ

れ

は

、

昭

和

二

十

凶

年

六

月

一

み

な

さ

ん

の

お

住

ま

い

の

地

点

戸

一

子

襲

安
i
六
五
郎
(
〉
)
…
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登
議
さ
れ

員

数

叫

襲

五

審

聖

書

護

〕

一

・

小

山

容

一

富

豪

華

」

一

に

入

量

委

員

法

が

制

定

さ

れ

一

に

も

、

法

務

大

医

か

ら

議

さ

れ

一

口

幾

重

(

馬

入

本

町

U
l
m
-
一
て
い
晃

芦
十
七
日
に
続
警
警
が
で
今
一
村
紫
紅
作
品
不
一
望
永
一
:
四
千
百
万
内
室
主
ブ
ク
一
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
自
由
章
一
た
次
の
方
々
が
活
動
し
て
い
る
。
一
電
話
幻
二
き
一
三
一
寸
問
い
合
わ
菜
平
塚
市
選
挙
…

開
会
さ
れ
、
関
定
資
産
評
望
の
一
委
」
八
主
真
十
一
万
円
一
ス
ケ
一
等
な
ど
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
一
各
霊
の
方
々
は
議
選
議
士
山
田
襲
(
立
野
町
口
千
一
管
理
委
員
会
内
線
四
章
一

選
任
や
工
事
績
負
契
約
の
締
結
な
一
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H
H
H
Hけ
け
れ
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H
H
I
l
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-
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1
1
1
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H

ど

十

一

案

件

が

提

案

さ

れ

た

が

、

一
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短

は

名

課

ま

名

専

員

の

震

設

資

格

名

楠

を

o

名

格

汚

名

格

す

名

前

厚

見

名

技

が

売

名

部

課

係

数

議

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

た
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一

程

航

た
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門

方

1
の

芸

み

霊

同

一

の

資

1
資

所

ガ

Z
資

3

2

資

業

2
技

か

得

1
線

臣

る

1
技

の

事

受

主

な

内

容

は

次

の

と

お

り
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一

名

諜

j

絞

岬

は

…

μ
1
担

割

岬

潤

M

'

蜘

融

制
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立
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m
一

山

…

楠

畑

榔
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附

献

知

…

泊

以

古

色

翠

譲

渡

重

警

護

一

ど

方

@

賞

金

学

し
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三

、

込

山

吉

込

一

養

成

…

鮒

月

…

床
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資

…
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一

床
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抱
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e

仮
転
神
田
公
民
鎖
、
北
部
地
区
一

(2) 

。
一
触
法
樺
摺
談

6
月
初
日
(
水
)
、
幻
日
(
水
)

7
月
4
日
(
ホ
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
惑
で
も
可
)
、
日
時
5
日時

。
一
資
制
叫
棋
託
、
謝
翠
務
談

7
河
口
日
(
金
)
、
日
時
S
M
時

。
一
愛
市
民
間
畑
一
談
龍
臼
(
た
だ
し
、
ト
ム
曜
は
同
時
ま
で
、
1

躍
・
祝
日
・
第
2
a
第
4
七
曜
は
除
く
)

む
端
臨
時
生
滋
相
談

6
月
日
日
(
金
)
、
白
臼
(
金
)
、
ぬ
臼
(
金
)

7
月
6
5
(
金)、日日(金)、
9
時
t

、四時

。
定
例
草
金
相
談

7
丹
羽
目
(
木
)
、
叩
時
3
日
時

。
発
靖
帯
接
持
管
朝
談

7
月
9
5
(
月
)
、
日
時
1
日
時

。
一
下
鱒
取
引
摺
融
制

6
月
別
臼
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日時

。
住
宅
輔
談
(
新
築
構
惨
晶
ど
)
6
月
四
日
(
火
)
、
日
時
r!?

同
時

を

務
少
年
抑
制
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一

月
jtJ

金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
舗
み
ご
と
は
a
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
ぉ
!
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
i
m持
泊
分

議

後

金

銭

円

品

i
一一一一一一一一一一一

〈

Y
む
記
ご
と
椙
畿
毎
趨
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
聾
週
百
円
jtJ

金
曜
日
、

9
時
1
日
時

(
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
品
開
く
)

。
結
婚
帯
銭
盤
週
日
曜
日
、
日
時
'Ahi

日
時

(第
3
昂
曜
日
を
除
く
)

。
母
手
端
銭
揮
官
唱
月
1
金
曜
日
、

9
時
jhM
即時

。
輩
庭
児
童
槽
談
寄
均
四
市
月
1
金
曜
呂
、

9
時
jti--

同
時

。
高
齢
者
磯
蟻
椙
畿
電
週
月
1
金
軍
日
、

9
時
加
分
t

、J
M
時

(
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
縄
入
構
融
制
醤
斥
第
3
木
曜
呂
、
日
時
1
日時

i毒



提
唱
持
議
議
…
⑦
と
一
も
し
び
海
の
体
験
コ
i
ナ
j
一
外
の
利
用
申
し
込
み
は
、
六
か
月

砂
浜
で
の
新
し
い
遊
び
を
考
え
…
新
し
い
海
の
楽
し
み
万
を
体
時
耕
一
前
の
一
日
か
ら
受
け
付
け
て
い

て
も
ら
い
、

7
月
幻
臼
e

幻
自
の
一
し
て
も
ら
う
。
参
加
は
降
客
の
あ
一
る
。
ご
利
用
在
。

「
レ
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
来
一
る
方
と
お
年
寄
り
安
優
先
す
る
。
一
詳
し
く
は
、
地
域
づ
く
り
諜
市

一
ら
れ
た
方
に
体
験
し
て
も
ら
う
。
…
マ
臼
狩

7
月
初
日
(
口
M
)

午
前
一
民
生
活
係
(
内
線
二
四
回
」
へ
。

…
マ
募
集
作
品
イ
ラ
ス
ト
に
異
体
一
問
符
1
午
後
3
時

一

ー

l
j
i
l
i
l
l
-

一
約
な
説
一
明
文
を
つ
け
る
一
マ
体
験
内
容
お
よ
び
募
集
人
員
一

一
マ
応
募
期
限

7
月

百

五

一

ヨ

ッ

ト

体

験

ス

ク

ー

ル

(

初

一

課

税

家

屋

の

一
⑧
撃
さ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
竺
人
)
、
水
上
ス
ク
ー
タ
ー
体
験
ス
一
実
地
譲
査
を

一
の
コ
ン
テ
ス
ト
一
ク
!
ル
(
お
人
)
、
カ
ヌ
1
ス
ク
一

事
務
局
で
は
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
一
小
学
牛
…
に
は
付
き
添
い
が
必
要
。
一
発
見
し
て
も
ら
う
。
な
お
、
チ
ェ
一
将
来
の
平
塚
海
岸
を
絵
に
し
た
一

1
ル
(
加
入
)
、
釣
り
船
と
も
し
一
市
で
は
、
六
月
一
一
十
日
(
水
)

参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
す
る
。
一
マ
申
込
熊
限

6
月
四
日
(
火
)
…

y
ク
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
寄
付
を
し
一
作
品
を
募
集
す
る
。
一
び
号
の
旅
(
お
人
プ
始
選
一
か
ら
家
療
の
実
地
譲
衰
を
行
う
。

審
議
案
襲
(
さ
ん
)
会
蚕
輩
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
一
て
い
た
だ
き
、
収
益
金
は
社
会
福
一
マ
募
集
作
品
サ
イ
ズ
、
子
法
と
一
マ
申
込
震

7
月
7
8
(土
こ

こ

の

調

査

は

、

吉

譲

事

海
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
サ
i
…
平
塚
が
生
ん
だ
器
時
代
の
グ
一
釣
り
を
し
な
が
ら
、
海
か
ら
晃
一
役
団
体
な
ど
に
寄
付
す
る
。
王
室
一
①
!
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
一
と
異
な
る
家
擦
を
調
査
し
て
、
適

ブ
別
は
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
紹
一
ル
メ
作
家
村
井
弦
斎
の
料
壊
再
一
え
る
陵
地
の
景
色
を
楽
し
む
。
一
マ
臼
時

7
R
I
臼
(
日
)
午
前
一
マ
応
募
期
限

7
月
日
出
白
(
火
)
一
役
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
一
正
、
公
平
な
課
税
を
行
う
た
め
毎

模
湾
沿
岸
の
各
会
場
で
繰
り
広
げ
一
境
、
試
食
と
弦
斎
に
つ
い
て
詔
一
円
v
綴
日

8
月
1
5
(水)、

2
一
8
時
5
U持
一

φ
申
し
込
み
お
よ
び
応
募
方
法
一
話
番
早
宍
希
望
コ
ー
ス
、
臨
陣
容
の
一
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

ら

れ

て

い

る

。

一

る

。

一

日

(

木

)

、

3
日
(
金
)
一
マ
コ
ー
ス
総
合
公
関
:
湘
獲
得
一
@
め
③
は
、
い
ず
れ
も
(
③
は
は
一
程
度
を
記
入
の
う
え
、
干
お
草
ー
一
塚
一
今
年
度
は
次
の
地
域
を
対
象
に

そ
患
で
、
毒
会
場
言
、
一
マ
日
時

6
月
初
日
(
土
)
午
後
一
会
問
午
前
8
誌
ぞ
義
一
岸
公
開
(
約
5
キ
ロ

M
U

一
が
き
で
)
一

Tm平
塚
市
松
風
町
2
一
定
雰
l

G

平
塚
市
役
会
福
一
室
ず
る
。
ご
協
力
安
。

婚
を
楽
し
む
二
笠
7
1
マ
に
、
一

4
雲

分

1
5意
分

一

マ

コ

ー

ス

平

塚

漁

港

5
二
宮
沖
一
マ
募
集
人
員
一
千
人
(
先
着
綴
)
一
望
書
年
会
談
所
(
篭
喜
一
祉
協
議
会
(
電
話
お

i
一
一
コ
一
一
一
一
一
マ
調
査
期
間

6
月
初
日
喜
一
松
町
、
綬
木
町
鳥
入
、
潟
入
本
一

平
塚
海
岸
と
湘
南
海
岸
公
閣
を
メ
一
マ
会
場
平
塚
古
間
工
会
議
所
一

5
江
ノ
島
沖
1
卒
塚
漁
港
一
⑤
較
し
い
ど
i
チ
レ
ジ
ャ

i
へ

の

一

六

四

七

問

問

)

へ

。

…

一

一

一

)

へ

。

一

1
8丹
市
品
目
(
金
)
一
町
、
中
蛍
吋
堤
街
、
長
瀞
、
須
賀
一

l
ン
会
場
と
し
て
、
七
月
一
日
一
マ
募
集
人
員
初
歳
以
上
の
喜
一
マ
募
集
人
員
小
学
5
年
生
以
上
一

i
l
i
l
i
-
-
i
i
l
l
j
i
l
-
-
i
i
I
l
l
i
t
-
-
l
i
l
l
l
i
-
-

一
マ
対
象
地
域
善
、
宮
の
前
、
一
マ
問
い
合
わ
草
紫
襲
撃
一

(

日

)

か

ら

九

月

二

己

主

主

五

十

人

(

抽

選

一

室

一

二

百

六

十

人

事

。

小

額

鱒

麟

欝

額

議

開

蕗

バ

J、
委

勝

、

畿

F
J
t誠
伊

豆

町

蓄

、

八

五

、

老

一

震

(

内

線

一

一

八

四

)

一

で
関

z
i
-
-マ申
込
期
限

5
5
1
5付き
添

い

が

義

一

難

鱒

盤

整

機

騒

壌

w:仁繍一
l

i

l

l

一

[

|

一

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

;

す
刊
誌
は
U
U
A
時
岩
下
を
宣
告

rUMP欝
欝
欝
欝
鶴
一
事
額
一
時
ぐ
毘
一
閉
会
事
事
会
第
一
純
一
号
一
時
守
護
者
と
し
て

設
見
詰
主
計
九
7
2日
(
火
)

S

一
訴
前
記
記
欝
欝
翠
欝
一
年
末
年
始
の
初
期
受
付
一
平
成
一
一
室
長
宅
量
一

i
2人告の
i
一
詰
詰
ヲ

シ
ヨ
ン
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
一
月
7
臼

(

火

)

一

の

え

主

平

塚

市

浅

間

町

9
錯

麟

欝

嘉

譲

鱗

一

一

言

語

別

給

付

そ

受

け

て

い

る

一

月

額

二

千

五

百

円

、

3
入
自
以
降
一
喜
暴
な
ど
で
毒
室
長

ど
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な
一
点
関
午
前
9
時

J平
後
Z
時
一

1

平
墜
巾
譲
渡
南
海
量
一
麟
欝
翠
轟
轟
鱗
撃
一
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
で
は
、
年
一
締
め
切
り
日
は
八
月
…
二
十
一
日
一
言
、
費
時
閣
裏
書
し
て
い
た
一
の
子
供
に
は
1
人
に
つ
き
月
額
五
一
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
被
扶
養

さ
ん
の
言
お
待
ち
す
る
。
一
芳
一
緒
霊
室
(
内
要
望
)
へ
。
一
議
襲
撃
畿
轍
一
来
年
始
(
十
二
月
二
一
十
;
一
(
金
)
で
、
申
し
込
み
多
数
の
一
場
一
だ
き
た
い
。
提
出
さ
れ
な
い
:
語
、
そ
の
子
供
が
小
学
校
王
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

今
年
の
室
、
海
の
楽
し
み
元
一
守
喜
平
塚
沖
、
襲
相
内
幹
線
一
軍

i
Z
2
2っ
か
き
〓
麟
鱒
饗
護
麟
一
宣
告
富
ー
し
込
み
を
章
一
合
議
選
と
な
る
。
一
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
一
入
学
す
る
ま
で
受
一
け
主
る
一
会
か
堂
義
め
た
り
、
警

が

い

ろ

い

ろ

と

体

験

で

き

る

平

塚

一

地

一

リ

一

7
ィ
ウ
ォ
i
タ

一

撃

譲

襲

撃

議

盤

石

け

る

。

一

マ

宿

泊

蜜

一

般

室

長

ミ

家

族

一

な

く

な

る

。

ご

一

議

を

。

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

量

課

量

一

号

変

わ

っ

た

と

き

海
岸
へ
お
出
掛
け
を
0

7

募
集
人
員
小
学
5
年
生
以
上
一
ク
イ
ズ
や
ゲ
i
ム

主

主

主

襲

警

長

襲

撃

警

護

一

重

ぎ

れ

る

方

は

、

義

務

一

室

金

一

マ

提

出

期

限

8
月
初
日
(
喜
一
係
{
内
線
三
六
)
一
な
ど
は
潟
け
出
が
必
要
と
な
る
。

a
l
i
t
-
h
iー
も

i
j
h
i
t
-
H
l
t

一
言
語
、
氏
名
、
人
数
、
宿
泊
一
暴
露
治
料
金

(
1治
2
会

一

な

お

、

次

に

該

当

さ

れ

る

方

詳

し

く

は

、

保

険

童

謡

揖

霊

童
事
務
所
で
は
、
官
同
校
生
を
す
申
込
先
児
童
謀
保
護
(
内
百
を
記
入
の
う
え
一
、
ひ
ら
つ
か
三
・
一
撃
大
入
車
八
百
代
一
は
、
量
手
当
(
所
得
制
限
あ
係
(
内
線
二
喜
一
)
へ
。

対
象
に
保
育
盤
で
の
即
時
育
実
習
生
線
一
一
一
五
)
取
同
夜
(
平
副
1
沼
静
岡
県
田
方
…
小
人
四
千
三
否
問
(
壁
一
湾
料
二
百
一
り
)
が
受
け
ら
れ
る
。
申
請
を
。

を

募

集

す

る

。

桝

天

城

湯

ケ

島

町

よ

船

原

一

一

一

一

一

円

、

入

湯

税

対

悶

川

口

は

別

)

一

寸

対

象

者

謁

歳

采

満

の

子

供

が

現
在
、
市
内
に
は
湾
毅
が
共
働

U
i

一
@
電
話
。
去
五
八
幻
了
家
族
室
一
般
笠
の
五
百
円
場
一

2
人
以
上
お
り
、
そ
の
中
に
小
学

き

な

ど

の

理

由

で

昼

間

一

絡

に

生

一

O
五
O
)
に
お
申
し
込
み
を
。
一
な
、
も
叫
ん
且
来
年
始
と
菱
日
悼
み
以
一

活
で
き
な
い
幼
児
約
一
千
九
百
人

が
二
十
五
調
あ
る
保
管
滋
で
保
育

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
幼
児

と
の
実
際
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

。
保
育
と
は
何
か
u

を
一
考
え
て
も

ら
う
た
め
行
わ
れ
る
も
の
。

夏
休
み
に
貴
重
な
体
験
を
残
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ご
参
加
を
。

V
B組一

7
汚
お
白
(
木
)
4
8

口付

Z
門
口
(
水
)
・
土
、
日
は
晶
体

く
@
待
問
午
前
8
降
初
分

ι午

後
5
時

ヤ

定

員

削

人

マ
申
込
期
間
関

6
月
お
日
(
月
)

1
7月
6
5
(金
)

鎗 46ア響つ句、Z蕊轍てF宜容耳~2正手6潟守主玉在ヨ(3) 

しミ

次の保育園では地域育児センターを併設し、育児相

談、 ー時保育などを行っている。ご利用を。

・平塚保育園〈宮の前 4-13・寝苦言21--0227)

。あさひ保育額。可内310・議話32---2137)

-八暢詫采育器語(沼之宮235・電話21-0084)

・金白保育言語(北金百459~ 1・電話58-1882) '"、

@受験資格大学(大学院を除く〉を卒業、また

は平成3年 3月に卒業見込みの方で、昭和40年

4月 2日以障に生まれた健康な男子。身長160

cm、体重50kg、胸堅苦80cm、潤般の課g民十克カが0_3

j...::J上で色覚及び総力の正常な方

E 事蕗 l主党試験 8 H 5 Eヨ(日〕
恥申し込み 6月18白から 7月258までに消防本

部庶務課へ試験申込書(庶務課に用意してある)会濁が暴露く滋慈しの強い簡は饗議議

光化学スモッグが発生しやすい季節となった。 5月

27日午後、善策滋賀市と横浜市に今昆初めての注意報が

発令されている。市では被害を未然に防ぐため常時敵

視体制をとっているが、密がチカチカする、のどが痛

む、草書綴などの症状が出た場合は、環境保全霊祭事曙驚指

導係(内錦331) にと連絡を。

平塚市青年額協議会では、今年もきれ

いな七夕まつりを見ていただこうと、

中心街の清掃活動を行います。市民の

みなさんもご協力ください。

7 著器霞 {臼)午諸君5露寺~

市畏センター翻
とき
集会

し

FhD 
鯨内

鎗

帥
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館

館

酬

民
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開
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民
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慰

霊

体
土
一
吉
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松
滋
氷
金
時

間
μ
時

綿

密

時

時

務

時

甘

1
0
工

b
g
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2
5
u
μ
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l
~
~
1
~
~
2
~
合

同
月
時
時
丹
時
時
月
時
い

7

0

4

7

4

9

7
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草

0
.リ
パ

A
O
ぺ
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O
Jリ
料

減ほうきや熊手などの清掃用呉をご持書く

ださい。南でも行います。

@問い合わせ 脅ヂ年課育成f革委童話32--7029
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毒暑いなカ、家揺結車れで観戦です

地
元
の
小
織
佳
代
子
選
字
(
土
盤
)
も
大
活
鍵

学
生
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ア
ス
リ
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
大
き
な
歓
嵩

l
ト
が
集
ま
っ
た
弓
奈
子
生
務
上
が
お
こ
る
場
箇
も
あ
り
ま
し
た

競
技
対
校
選
手
権
大
会
が
、
五
刃
が
、
実
擦
は
大
会
新
記
録
に
変
わ

二
十
五
日
か
ら
二
十
七
包
ま
で
、
り
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

各
議
聞
に
し
烈
な
戦
い
を
演
じ
ま
ま
た
、
ヨ
本
陸
連
に
公
認
さ

し

た

。

れ

、

明

】

山

部

で

は

初

め

て

行

わ

れ

た

大
会
期
両
問
中
に
は
、
雷
雨
が
あ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
沿
道
に

っ
た
り
、
夏
を
恵
ね
安
心
よ
う
な
多
く
の
市
民
が
応
援
に
か
け
つ

暑
さ
に
な
っ
た
り
で
、
選
手
に
は
け
、
ぷ
手
に
混
か
い
甫
援
を
一
送
っ

か
わ
い
そ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
て
い
ま
し
た
。

し
た
。
し
か
し
競
技
に
は
、
大
会
平
塚
で
も
、
こ
の
よ
う
な
大
き

記
録
が
出
た
り
、
な
か
で
も
男
子
な
大
会
の
影
響
で
、
も
っ
と
陸
上

十
穣
競
技
で
臼
本
新
記
録
誕
生
の
が
盛
ん
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

ごみ処理緩め韓類

ヲ炉奇P

」醐

っち、

実力1"'1'宇、議後のデッドヒート

ご
と
に
地
域
合
同
防
災
訓
練
の

中
で
消
火
器
の
取
り
数
い
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
撞
偶
綴
的
に
参

加
し
、
体
験
し
て
お
こ
う
0

0
第
火
畿
の
使
い
方

ー
、
火
一
月
ま
で
も
っ
て
い
く

2
、
安
全
栓
を
抜
く

3
、
ノ
ズ
ル
を
夫
元
に
ん
向
け
る

火
災
は
小
さ
な
う
ち
に
消
し

4
、
レ
バ
1
者
議
く
握
る

と
め
る
こ
と
が
夫
切
で
あ
る
。

5
、
燃
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

そ
こ
で
、
各
家
庭
で
も
初
鶏
ほ
う
き
で
一
帰
く
よ
う
に
す
る

消
火
に
必
要
な
消
火
器
、
消
火
ま
た
、
屋
芥
の
水
道
授
は
い

器
具
を
備
え
て
お
こ
う
。
つ
で
も
ホ
ー
ス
を
取
り
付
け
、

消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
に
ふ
ろ
に
は
ホ
を
入
れ
て
お
こ

つ
い
て
は
、
各
地
域
拠
点
基
地
う
。

蜘
閑
災
教
噛
離

母6

納税貯蓄鶴盟会どは

税金をみんなで助けあいながら、棄に

納める方法。それが納税貯蓄組合の制

度

①轟年続貯蓄審議護会改渇守義

納税預金の利患は、普通預金の利息よ

り高率。預金利怠には所帯税はかから

ない。紹合には補助金が交付される。

①加入め事統替は

市内には、同じ町内や同業者等を 定

の単位とした綴合が300ある。いつでも

お;Jiくの組合に申し込みができる。

美浜詳しいことは、収納諜管理保(内親280) へ。

6寺17El
ひらつかのパラを知ってもらおうと、パラの

フェスティパルを界再く。

とこぎ 6寺1413(水)-19El (火)
会主義市箆プラザ仮谷町駐車場)
E内容}ノミラの写真パネル媛、パうとシルク
ロード践、パラのアレンジメント、湘南ロ

ーズショッブ

を〉ノτラのちびっこファッションショー
6 月白(8113時30分~15時え:湯神戸三井銀行書官
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-
県
学
生
綾
上
競
技

耐

6
月
初
日
(
土
)
日
時
震
陸
上
競
技
晴
雄
主
権
大
会

9
7
間口
1
臼
(
日
)
自
陣
吋

H
H

-
7汚
7
白
(
上
)
9持
早
稲
田
大
学
対
関
西
学
院
陸
上

競
技
大
会

銀
河

〈

V
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ

事

終

掛
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
大
人
一
一
一
千
五
有
丹
、
小
人
一
千
五
百
円

@
6
月
日
出
臼
(
土
)
お
時
横
浜
大
洋
対
ロ
ッ
テ

司
草
月
U
日
(
臼
)
日
比
時
吋
轡
浜
大
洋
対
ロ
ッ
テ

6
6
月
n
E
(金
)
羽
岡
吋
後
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

B
S月刊
ω
日
(
土
)
叩
山
待
機
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

e
S
R
U
M
a
(門
口
)
民
待
機
涙
大
津
対
ロ
ッ
テ

。
5
月
幻
自
(
水
)
沼
田
吋
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
6
同
月
初
日
(
木
)
叩
崎
将
横
浜
大
洋
対
己
本
ハ
ム

脅

7
月
7
8
(土
)
H
時
横
浜
大
洋
対
西
武

-
7
R
E
B
(臼
)
日
時
横
浜
大
洋
対
西
武

0
4ゅ
翁
潟
綬
野
稼
神
地
m
m
州
大
会

難
大
人
五
百
円
、
大
・
高
校
生
三
百
円
、
小
ム
忌
子
生
百
円

。
7
月
沼
田
(
金
)
1幻
自
(
金
)

く照会宇事務室意(官孟31-3出 7)
・鶴茸鈴鞠詔 卓球、パドミントン、パスケッ

3、、軟式痘球 C~16持〉、パ νー(l関与

也 6R25自{月)午韓 Z時~午謹8時
. 7!寺 2 自(汚) ノノ

J'i翁~喜汚扇

午前9時~午後4時30分

午後4時以降は入場できない

。ぎを溺玉悪童書体害事銭〈電話31-2136)
島 6~18自(舟)午前 9 時~今マ愛 8時
司 7寺2 自(丹) ノソ

~ 7 j弓日(月 11

(電話回目的)

o入場料小・中学生100向、高校生以上フ50門
。きまi草案内 ⑦瀦域ヶ王王ブール 駅南口からパス21番穂市内問りまたは南口容曹理 f市営ブール
前」で下車 ②封書溝海岸公綴アーノレ 向とパスでド湘南海岸公隠Jτ車

議 7月 28'--"'20日までは学校ホ詠教室が関かれる。また、 8月 28同~4 日凶午前中と 66伺)

は、サ}ブイベンいと中学校本詠競告を太舎のため、湘南海岸公麹ブールは使用できない。

• 6}雪国語

。 7月 2毘{汚)ノ/

・7害時間{汚) グ

謬脅揺窃韓首 パレー(9 時~13持)、パドミン
下、ン、卓球(13時剤、ハスケッド (16

時~20時〉、

減 8j'J ~乃の申し込みは 7 ，F~ 2日 9揖から

4 7 



(6) 

日山科吋
jtil-
花
時

門v
会
場
須
相
周
公
民
館

マ
講
演
「
砂
漠
と
石
訪
の
国
」

浜
丘
山
史
学
校
教
諭
中
沢
弘
司
氏

マ
問
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り

諜
市
民
文
化
係
(
市
内
線
…
一
六
四
)

町
)
、
宗
形
清
美
(
横
内
)
、
二
戸

顕
(
長
持
)

マ
入
選
(
市
内
の
み
)
大
庭
烹

一
(
誠
一
前
)
、
金
子
欣
司
小
幅
出
子

海
に
出
た
神
輿
(
み
こ
し
)
一
原
)
、
吉
幡
町
安
太
郎
(
回
付
)
、
石

マ
平
塚
八
景
賞
武
田
秀
夫
(
タ
一
一
嘩
繋
(
寺
間
縄
て
稲
荷
肌
順
順
子

一
陽
ケ
J

話
、
渡
辺
武
彦
(
八
王
子
一
(
議
平
)
、
白
土
知
(
浅
閥
均
)
、

一
市
)
、
飯
田
一
簸
(
横
浜
市
)
、
石
一
角
谷
光
夫
(
代
皆
同
町
)
、
富
田
淳

一
井
武
子
(
横
浜
市
て
一
一
見
博
昭
一
子
(
幸
町
)
、
脅
椀
智
水
(
黒
部

企
(
片
時
)
、
杉
山
警
一
(
八
千
代
玉
、
黒
川
事
(
事
涼
)

記
一

l
i
l
i
-
-
i
j
i
l
-
-

奄
該
部
一
一
一
一
一
)

轍

一

、

:
;
z
tま
門

平

塚

書

道

援

護

}

ー

一

ポ

又

タ

i
と

作

文

募

集

中

か

民

濁

辺

の

環

境

に

調

和

し

一

マ

署

員

ぎ

豆

半

か
つ
奨
し
く
機
能
的
な
も
の
和
美
五
百
)

間

一

応

募

在

地

域

づ

く

り

課

号

室

主

喜

一

二

重

量

小

出

宇

部

署

エ
者
の
ど
な
た
で
も
応
霧
す
る
こ
一
会
}

藤
一
間
出
連
協
会
平
山
部
支
部
で
は
、
間
同
一
・
大
学
生
、
一
般
包
つ
切
り
ま
一
イ
ベ
ン
ト
の
蒸
し
本
的
考
え
方
や
と
が
で
き
る
。
ご
応
募
を
。
一
ヤ
期
間
同

7
月
7
日
(
土
)
1
8

竺

重

終

国

霊

力

苦

ア

1
2一
た

は

車

さ

い

一

章

、

宣

伝

な

ど

を

学

長

塚

イ

マ

募

集

す

る

建

築

物

昭

和

安

一

日

(

日

)

一
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募
集
し
一
〔
作
文
の
援
組
一
日
字
詰
め
康
一
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
一

8
月

lBか
ら
平
成
2
年
5
月
お
一

illj

一日

u
r
i富
一

説

日

一

月

刊

一

世

日

立

休

日

J
M
L
神

iコ
ン

ク

ー

ル

室

長

問

成

長

?

と

〔

訟

は

…

さ

一

言

と

国

臨

努

力

量

逮

…

マ

応

奏

地

域

づ

く

り

課

市

民

一

月

奪

回

)

…

雪

量

ず

る

。

一

マ

応

聖

書

義

喜

一

返

し

執

JW

平
塚
観
光
風
景
カ
ラ
1
写
真
コ
一
一
一
一
十
九
点
だ
つ
だ
上
位
入
賞
者
一
言
精
神
と
活
動
電
界
の
人
一
文
化
係
(
喜
一
喜
一
・
富
午
後
1

雪分
1
4
竺
こ
の
コ
ン
ク
1
ル
は
魅
力
あ
る
一
葉
一
内
線
六
…

0)

一

A
f
j
i
T

計
百
持
主
計
託
子
持
L
P
A
r
詐
取
u
d一
国

際

理

解

宏

一

戸

一

手

ひ

ら

つ

か

ス

カ

イ

ブ

ラ

一

吉

川

刊

誌

記

一

室

ギ

ャ

3
1
一一一日

y
i
t一一一

自

問

す

れ

一

万

一

弘

一

日

間

喜

一

雄

(

雲

市

)

一

語

刊

誌

訂

も

の

一

深

め

る

つ

ど

い

一

FF可能
主
て
行
っ
て
い
る
も
の
て
今
年
で
一
中
央
公
言
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
九
む
引
い
抗
日
同
九
河
川

{
ポ
ス
タ

i量
一

要

望

浴

室

し

て

み

一

マ

受

襲

撃

一

i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
)

小、

E
3
4玄
関
そ
し
て
塁
。
を
す
マ
一
マ
受
付

65(?一
生

け

電

設

還

に

捕

賜

一

{

写

室

女

暴

×
M
HンM
U

一
と
し
た
鼠
際
理
爆
を
深
め
る
つ
ど
一
マ
申
込
先
商
工
課
中
心
害
地
一

J
A
i
E
S

一
マ
期
間

6
2日
芸

品

。
高
校
生
辛
さ
い
(
弘
×
認
ン
一
い
が
閤
聞
か
れ
る
。
入
場
合
忠
一
ま
ち
づ
く
り
器
三
晴
霧
幻
三
一
市
で
は
、
緑
の
あ
る
生
活
や
地
一
樹
木
(
つ
げ
、
さ
ぢ
ん
か
、
つ
つ
一
日
(
火
)

が

)

守

司

待

8
月日出
B
(土
)
午
前
一

O
一
一
一
七
)
一
震
な
ど
に
よ
る
災
害
防
止
に
役
立
一
じ
、
あ
お
き
、
か
な
め
も
ち
な
ど
)
一
{
京
雅
張
発
哀
会
}

一
て
る
た
め
、
一
般
家
庭
で
生
け
諒
一
マ
補
助
額
②
延
長
1
討
に
つ
き
一
マ
期
間

6
月
施
日
(
木
)
5
7

一
を
作
ら
れ
る
主
婦
射
を
し
て
い
一
一
一
一
千
円
室
高
限
度
額
は
山
万
一
月
3

5

2

一

る

。

ご

利

用

究

一

回

日

一

{

御

装

サ

ロ

ン

護

門V
設
盟
院
議
滋

mw総
眠
時
長
は

5
M
一
利
用
さ
れ
る
方
は
、
生
け
垣
を
一
マ
鶏
幅
削

7
丹
江
臼
(
水
)
i
u

以
上
②
樹
木
の
高
さ
は
関
門
ン
好
一
作
る
煎
に
公
開
幽
緑
地
諜
緑
政
係
一
日
(
火
)

以
上
③
生
け
蹄
一
に
ふ
さ
わ
し
い
一
(
内
線
四
二
五
)
へ
ご
連
絡
を
。
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17日 31El 

3臼 17日 31[]

4臼 18臼

19日

5 f3 19日

6臼 20日

10臼 24臼

10日 24沼

11臼 25臼

12日 26日

12臼 26臼

13fヨ 27臼

・開設時間 13時30分~14時30分(楽四は15

時~16時)

個雨天のときは中止

花
を
愛
す
る
心
を
世
間
で
ょ
っ
と
ア
で
陵
地
と
紫
の
ベ
チ
ュ
ニ
ア
で

始
め
ら
れ
た
学
校
花
竣
コ
ン
ク
l
相
模
湾
を
表
現
し
、
大
き
な
広
が

ル
は
今
年
で
十
七
回
目
亭
数
一
九
、
り
と
笠
震
を
も
た
せ
て
い
る
。
ま

八
幡
小
学
校
が
三
年
高
続
、
十
一
た
、
自
の
ア
ジ
ツ
サ
ム
で
爆
の
鳥

田
自
の
緩
優
秀
賞
に
嫌
い
た
。
カ
モ
メ
を
二
羽
配
す
る
な
ど
、
立

テ
ー
号
、
今
年
の
四
月
二
十
体
感
と
臨
弔
意
で
全
体
を
ま
と
め

九
白
か
ら
十
月
十
臼
ま
で
棺
模
湾
て
い
る
。

沿
岸
で
関
か
れ
る
サ
ー
ブ
加
に
ち
な
お
、
最
管
秀
賞
以
外
の
受
賞

な
ん
だ
「
碧
(
あ
お
)
い
海
岸
砂
校
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

未
来
」
で
、
堆
(
た
い
)
舵
づ
く
マ
優
秀
賞
南
嵐
広
小
学
校
、
金
目

り
か
ら
花
壇
づ
く
り
ま
で
一
年
間
中
学
校

か
け
、
草
花
約
一
千
一
言
株
存
侯
マ
綴
良
質
旭
小
学
校
、
城
島
小

っ
て
ib

寒
風
さ
せ
た
も
の
。
学
校
、
春
日
野
中
学
校

花
穏
上
部
の
澄
み
渡
っ
た
怨
を
マ
努
力
賞
横
内
小
学
校
、
な
で

ベ
コ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
で
イ
し
と
小
学
校
、
未
洋
宏
子
校

メ
l
ジ
し
、
下
部
に
緑
の
ロ
ベ
リ

小童説。文学

植物工場 長竹裕子

イエスマイラブ 日日中良明

八ヶ岳石の血痕 梓林太郎

死刑台の韓踊 森村誠一

公安機動捜宝証言言 島回日男

持を青く染めて 高樹のぷ子

少し酔って 森理子

家庭@生主滋

怖い金べ物 丹羽幸…

金主主ili論 米Jil五郎
味人と風景 毘分綾子

夫をおしゃれにする 石川靖夫

あのひとと食べたい 有働みな子

デザートケーキ 榊満

締からスリムに美人になる本

ゃなだ京村

社会科学，その他

地球環墳が危ない 増田善信

気配の時代 山口昌男

アメリカに生きる日本の判共

本田工E文

色の秘密 野村頗ー
淡掲載した図書は購入した図書のお

部。詳しくは図書聖館へ。

各種映画賞を総なめにした樺作ホームドラ

マ。 j，措目的な画面構成や提いなどで、現在の

日本の京贈りあり方、教育を痛烈に批判して

いる。

会鱒握時開

1ゾ日曜日 9 時~16時

(金曜日のみ費出室と書考室は 9持---18時

間分〕

合体鮪弱 毎週月瞳目、月末

合語語審舘 科目器開町 篭iî;S 31~0415

合磯子ふれあいハイキング

平塚西部丘陸地に残された史跡や自然にふ

れてみる。

'期日 7月 1日{日〉
・集合松岩寺パス樺前9時

コース 栓岩寺~欝障りの滝~びわ脊少年

の家~妙円寺~二七J護措批~欠由上パス侍

・対象親子20組(先着踊)

合鰯援蹄期

大~土曜日 9 時~21時30分

(日曜日田み 9 時~17時〉

女体盤日 毎週月曜日

会曹世拝金盤

中1~韓関町四 41 電話32-7029

-テキスト代 350円

・申し込み 7月 4B (ホ)より図審館 3階

調聴覚ライフーラジ で

官こども殺害罰金

むち月17;3 (沼 10時崎、 3鯖ホール

日、じわる狽ランポーj アニメ、分

「灘濯誌をいサジー j アニメ、分。7月 1日{詞 10時事持、 3鰹ホーん

「お母さんもっと聞き上手に 30分

「コロポツクルのすてきなおくり物 41分

勇気むない少年が、妖{ょう〕精コロポツ

クルから勇気のでるボタンを贈られる夢をみ

たのをきっかけに、たくましい少年に変わっ

ていく様子を描く。(児童劃映画)

合理是塁審会

包 6寺ヨ{時)時持、 3階ホール

J家族ゲ-AJ 106分

監督森田芳A
立三横ム松出器作、静丹十三L、由紀さおり

利用できる。利用する10日前までにお申し

込みを。

{重重体み中の慾体綴軍事予約毅付中3
車体み期間中自プラネタリウム撮影の団体

観覧予約を受け付げている。

・予約できるE自体知人以上田窃体

・投蕗日 本、木、土曜日日時

ー投膨内容 査の主量空の解説と、宮訳望者拾の

童話「京子む星」を紹介する。

党体舘Eヨ 毎i麗月曜日、月末
会博報竣曹 苧掛種間町12-41 電話33~5111

カワ号需要軍事選操作後害警務署審議

。日韓 7月14日(土) -....15臼(日}

@時間 9時-16時30分

e会場 E話番轄3暗会議室

・対委設 問内にお性まい、お勤めまたは通学

している方30人(先着順)

会ザマーセミナー毒事綴尊重喜葬祭

市内二た置地区由自黙や歴史、人々む幕らい

の様子について、いくつかのテーマでグルー

プに分かれて輯察する。

・日程 8 J'l 7 E3 (火)~9 日(木ト 2 泊 3

日

・金場七国荘

・対象小学5年生~中学3年生30人{抽選)

e申し込み 7月四日(木)までに博物館費
付にある申込者欝で

会プラネタリウムeほうき獲がやってきた

毎日の痩空の解説と星座の紹介や、昨部12

月に尭nされたオースチンすい星の写真を眺
めながら、ほうきAがどういうものか紹介す
る。 (~7 月四日)

〈 般〉 土輔自 14時、日曜日日時・ 14時

くBl!体〉 ホ・木 E 土曙B10時 11時

・投軒時間 45分(1人.'100円)

ー弱体利用 20人よみ上自問体は主語体専用巴に

事



平成2稼 61'苦守主58

骨平場探盤戸斤

量豊原町6-21 電話32-0130

母鐸鍵センタ

中翠34-17 電話34:---03日

〈ア〉

盤対象 2 年 1 月 2 臼 ~3 月31 ロ生

まれの乳幼児のお母さん

鶴田程

・7月20日

~ 8 J-jl7日

• 9月日

指ちゃんに多い病気

離現世・試食

新米ママの業しい子脊

て

醸時間今後]時3出ナ~3 時

錦会場保鴇巴ンター

盟第 1期対車は 3か月以上 4歳未

満の乳幼児。 3週間から 8週間D

間開で3田空ける。
瞳欝2期第】期白 3団自の接福田

から i年以上 1年 6か月以内に I

E受ける。 5歳 6か月に達するま

で受けられるが、 4麓までに終了

することが窺ましい。

盟開業医、病践で接種そロ接種目は

医師とと相談を。

購料金無料

翻探検証、母子種鹿手帳を持参

調受付午後 1 時~2 持

盤会場保鍵センター

購母子髄騎予報本冊。別冊、筆記問

呉

か丹1居1
7月 4弓 フゴ玉三 3 月 1 日~~1O日生

7月四日 2 年 3 丹江田~20日生

・'1fj25円 2 年 3 月自己~31 日生

[1遠鏡6か月兇]

合 7月 3日 64{f:. 1 月]日~lO日生

・7夫'llOE1 j乙匂 1月 11日へ 20口守
層 7月17日 J巳年 1 月 21 日~31 日生

日歳児}
7月 5臼 62年 5月 1E]~lO日 jc

• 7月四日 62年 5 月日日 '~2()日生

7月26LJ 62年 5f-j 21[:_1~.31 ["=-1生

覇対象百日ぜぎの予防接種を受け

る必要むない乳幼児。

・第 1期 3か月以上 6競未満の乳
幼児。 3週間から 8週間む間隔で

3回受ける。

・第 2期第 1期の 3@J臼の接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 2

田空ける。

盟鐸種均一法 市民病院・共諦病院の

みて性手間を通じて接撞できる。接

種目は雨時院にと相談を。

開料金無料

睡保険証、母子樺産手帳を持書

刷
一死一時一

O
本

田

用

品

紫

韓

槽

報

誌

は

和

一

地

域

づ

く

り

諜

市

民

生

活

部

(

内

線

。

綴

っ

て

く

だ

さ

い

ま

ま

ご

と

セ

ッ

輯

一

二

六

一

一

一

)

へ

。

ト

、

女

子

衣

頭

(
4
麓
、
出
守
M
じ、

れ

一

帯

J

O

鰭
り
ま
す
幼
児
用
い
す
、
メ
リ
す
べ
り
台
、
ぶ
ら
ん
こ
、
ベ
ピ
!
ダ
ン

か

一

也

i
、
衣
類

(
2
揖
用
、

m
s
m吋
ス
、
ス
チ
ー
ル
京
異
、
畏
い
す
、
ミ
シ

制
一
皆
注
ん
白
ご
協
力
で
間
い
合
ね
せ
が

M
U
、
ベ
ど

1
ベ
ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ン
、
小
型
冷
蔵
庫
、
女
児
用
剣
道
胎

日
一
増
r
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
に
ッ
ド
、
大
型
冷
騎
庫
、
ぶ
ら
さ
が
り
龍
一
式
、
女
児
用
自
転
車
(
謁

HJ、

知
一
は
す
で
に
さ
ま
っ
て
い
る
も
白
も
あ
る
蘭
器
、
子
供
用
バ
イ
オ
リ
ン
、
電
気
オ
児
用
パ
ギ
l
、
婦
人
用
自
転
車
(
刊

一

白

で

、

ご

了

卓

を

。

ル

ガ

ン

、

ヱ

レ

ク

ト

ン

、

ス

ズ

キ

m
n
H
J、
出
町
バ
イ
ク
、
芝
刈
り
一
横

警警畿の々 の塁襲撃主を/

長会主空E!の綴愁を/

書用?器 {金〉午後 7時間演
市民センター*-)1--

唱機 感 銀色の道、北上一夜曲、エーデルワ

イスの歌、ロシア民謡メドレーータキ

・入埼終斗 S席 3500円、 A席 2弓00円

。総務参与 7月 lfヨから市民セン夕 、チケ

ット、セゾン、ヤンレイレコ ド、稲元患楽

器底、サクラ書泊、ヨ7.1グワ柴器、花水書

f古、交栄堂、なでしこ書房外

曲一一

2馨1君主義

ブァミリーミュージカル

務時 7丹羽日{土〉
・午韓雪の査事 10時~ll時30分
・午後の怒 1 時30分~3 時

会場中央公渓媛ホール
・出演劇関東少

。対象小学生以上とその保護者各700人

@串し込みはが吉に午前、午後の部の別、

書加希望者数(大人O入、 子供。人)保護
者の住所、氏名を記入のうえ守254平壕市

追分 1~-20 出央公民館へ。先着腐

引事



(8) 

月
一
臼
を
「
地
柵
眠
妨
災
の
臼
」

と
決
め
た
そ
う
で
す
。

地
震
が
発
生
す
る
と
、
ブ
ロ

ッ
ク
一
塀
が
倒
れ
て
多
く
の
即
死
傷

者
が
出
る
と
い
う
こ
と
が
、
仙

台
の
地
震
の
と
き
に
残
念
な
が

ら
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

を
始
め
た
戸
治
体
が
あ
る
と
四
聞

き
ま
し
た
が
、
平
塚
市
で
は
実

施
予
定
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
(
土
議
ニ
窓
悦
子
さ
ん
)

ご
索
同
問
に
も
あ

り
ま
し
た
よ
う
に

吋
千
葉
泉
南
笠
方

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

多
く
の
死

マ
呂
程

6
月
四
日
1
7
月
油
田
の

醤
週
水
曜
日
(
全
5
回」

宅
時
間
午
後
6
時
百
分
1
8時
叩
分

マ
会
場
福
祉
会
舘

マ
定
員
却
人
(
先
着
願
)

マ
申
込
先
平
塚
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
二
三
三
一
三

{
鮪
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
問
包
路
}

7
日
程

7
月
2
日
(
月
)
1
5
日

(木

)
D
4
日
間

・
時
間
午
後
6
時
3
9
時
四
分

マ
内
容

I
Cを
情
コ
て
一
機
棋
や
装

置
を
制
御
す
る
基
本
的
回
路
に
必
要

な
知
識
の
習
得

マ
定
員
四
人
(
先
着
扇
)

{
小
率
溜
活
動
φ
進
的
方
}

マ
日
韓

7
月
9
日
〔
月
)
、
回
目

(
火
て
目
白
(
木
)
、
日
日
(
金
)

の
4
日
間

・
時
間
午
後
6
時
L
9時
日
分

マ
内
容
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
小
韓
国

活
動
に
必
要
な
知
識
白
習
得

マ
定
員
加
入
(
先
着
順
)

{
燃
本
質
住
技
術
者
費
補
試
験
準
備

鶴
習
合
〕

中
日
程

7
月
日
臼
(
水
)
、
日
日

(
金
)
、
四
日
(
水
)
、
出
白
(
金
)

の
4
日
間

・
時
間
午
後
6
時
4
3
9
時
日
分

マ
定
員
国
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
は
、
県
立
平
塚
高
等
職

業
技
情
枝
(
電
語
四
一
九
一
一
一
一
)

へ
。
受
講
料
・
無
料

小
・
中
、
高
等
学
校
で
龍
わ
れ
る

教
科
書
が
展
示
さ
れ
る
。

マ
期
間

7
月
2
臼
(
月
)
ら
ロ
日

(
木
)
・
時
間
主
削
9
時
却
升
1
午
後
4

時
四
分
(
土
壇
日
は
午
前
中
)

守
会
場
山
一
一
閉
善
小
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
指

導
室
(
内
縄
五
二
じ
)

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
盟
行
、
新
口
本
証
券
、
山
一
証

券
、
三
菱
鎮
行
)

{
市
展
(
絵
画
の
部
)
}
6
月
ロ
日

(
火
)
ら
詰
日
(
火
)

門
市
展
(
工
芸
の
部
)
}
6
月
四
日

(火
)
1
7
月
日
日
(
火
)

{
岳
檀
流
押
花
サ
ー
ク
ル
畏
}
7
月

四
日
(
火
)
S
M
臼
(
火
)

器
開
設
ギ
ャ
ラ
リ
!
一

平
副
都
郵
檀
昂
で
は
、
局
舎
内
に
あ

る
間
並
ギ

f
フ
リ
ー
の
層
示
品
を
募

集
し
て
い
る
。
麗
一
引
品
は
絵
画
、
陶

芸
、
手
芸
等
で
料
金
は
無
料
。

詳
し
〈
は
、
同
郵
龍
馬
庶
務
会
計

課
(
電
話
出
一
一
一
。
二
へ
。

一
園
芸
教
吏
を
開
聞
く

マ
日
時

7
月
7
日
(
土
)
午
前
9

時
却
分
t
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
市
川
正
堀

氏マ
内
容
親
葉
植
物
的
増
や
し
方
と

管
担
マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
相

談
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

O
五
九

ち
、
次
の
道
路
沿
い
の
ブ
ロ
ツ
海
岸
線
の
一
部

ク
塀
な
ど
を
調
査
し
、
そ
の
結

A
Z
後
、
該
当
す
る
お
宅
に
調

果
を
亙
有
さ
れ
て
い
る
方
に
お
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
調
査
地
域
国
道
1
号
線
、
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

駅
前
大
通
り
線
、
駅
前
通
り
様
準
的
な
施
工
方
法
や
補
強
方

線
、
萩
原
八
幡
線
、
東
八
幡
法
の
パ
ン
フ
レ
y
ト
を
用
意
し

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と

m
・
日
・
ぬ
司
叫
号
線
、
浅
間
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

っ
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
堺
な
ど
草
原
線
、
諏
訪
町
9
謀
、
だ
さ
い
。
(
建
築
指
導
課
)

の
笑
態
議
査
を
七
月
か
ら
実
施
中
里
8
・
u-
幻
号
線
、
平
塚
東
市
へ
の
こ
妻
望
、
ご
意
見
な

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

m
-
m号
線
、
須
賀
久
領
平
塚
ど
が
め
O
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

今
年
度
は
地
域
防
災
計
甑
に
中
学
校
線
、
平
塚
駅
稲
荷
山
に
広
報
謀
広
聴
係
(
内
繰
一
一
一
五

定
め
ら
れ
た
避
難
道
路
の
う
線
、
蔵
邸
川
端
線
、
平
球
大
磯
五
)
へ
。

習
会
の
一
受
講
生
を
募
集
す
る
。

{
技
栴
植
生
〕

マ
コ
;
ス
機
械
ト
レ
ー
ス
叩
入
、

計
装
施
工
山
人
、
(
期
間
各
6
か

月
)マ募
集
期
間

7
月
3
日
(
火
)
1

9
月
3
臼
(
月
)

マ
選
考
日

9
月
日
日
(
月
)

{
技
能
検
定
(
機
械
・
翼
技
)
準
備

講
習
金
}
定
員
各
却
入
(
各
4
日
間

2

コi
ス
)

7
5程
①
7
月
9
・
m-
ロ
・
日

口
、
②
7
月
日
・
口
・
日
・
即
日

{
第
二
種
懲
罰
工
事
士
試
験
準
翁
講

輯
蚕
(
寝
袋
)
〕
定
員
加
入

マ
日
程

7
月
日
・
汀
・
日
・
印
日

※
時
間
は
い
す
れ
も
午
後
6
時
3
9

時マ
応
募
先
同
高
等
職
業
技
術
校

(
秦
野
市
哲
屋
二
二

0
・
翠
諾
目

。
八
七
O)

γ

ヘ創

成
な
と
に
慌
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地
課
緑

政
係
(
内
綿
五
九
一
)
へ
。

マ
み
ど
り
義
金
へ
・
湘
南
信
用
組

合
十
万
円
、
平
塚
街
商
組
合
寸

万
円
、
平
塚
市
造
留
建
設
業
協
会

十
方
円
、
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

一
万
円
、
神
奈
川
県
特
化
推
進
委
員

会
一
万
向
、
湘
南
平
整
備
推
進
研

究
委
員
会
五
千
百
八
十
巴
円
、
秋

地
商
事
十
万
円
、
緑
化
ま
つ
り
植

木
市
出
居
者
一
同
五
万
円
、
結
化

ま
つ
り
会
場
募
金
箱
三
万
六
千
二

月
六
十
四
円γ
A
W鍛
一

ブロック塀のある家は補強などの鍛えを

犬@錨の51き取り みみど1)基金草書室手書豆三議間売在日ス
県鞠保護センター(間58~34 1l) 吉 、、 L Z2軒令書付持干
では、やむを得ない事情で飼えなくなっ 。重点 Jヘペ言自主会季 世iE主主桑量
た犬、績の引き取りを行っている'''.ふ!fiCf"tA必 雲市J士葵壬:f!> 電時 ν 夜:!!:震
当日、利用される方は印鑑、犬の鑑札、 。締 ふたむ'/ :At答弱嘉丙~ 震平 吾『萎

úf~誌レゥ 久阜 、帯 、 JJ 塚 」 主主

注射詩草堂、愛犬手棋を持参していただき 話斤策総数乞 笛湘議吉中 市 ポそ

たい。引き取り患の揮留時間は10分間。 。語 7戸 Y 得 云二害金重量 o 宮J主
なお、犬、猫についての苦情、相談や i 助 敬称略 円万用七吉区 01  れ出 1

敬称略
野犬の捕獲依頼も同センターへn

U 原二栄 A 又子マ:言問働捕 Y工内内万紀子p1南豆、社一場ラ糾

J63252452館;322E2号室日f釘詰43EE耳目王手謀議む宅f言
大野公民館 10: 35 金旧公民館匂詞平二ト干寛 社経(十 ドj政家木円七瞳ム挺 (わ ア祉

32言語22Z:17LR誤 225??J勾た53な己実 ZE23
11: 15 金日公民館 14: 2C 松原公民館寸部通亘千荒 磯崎一ム、し万工!:_. Y 五円 λ i 平 世二
[7月 7S C土 )J 14 出現賀公民館。各室霊喜善 襲勉 Z言ぎ嘉門芸否習内，j，谷志 孟需 主蓮
;;;詔22Zi;;言語ZEZ至雲二ぺ雪 王手芸芋さ零器三手 A皇室空竜 三室 J 

9 : 30 豊田公民館! 円勝万泉 C 二二円 六労政相万三一甘 1 八吾，惜 」ポ

平塚市美術館所蔵作品から
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劫

れ

吊

九

分

口

ト
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h
h

加

北

晃

一

ブ

製

刻

一

時
駅
ド
は
い
塚
惜
の
一

日
日
塚
一
次
平
パ
つ
体
一

~
平
口

i

、
翌
一

時

分

ル

噂

ト

学

任

一

日
問
。
一
あ
ソ
化
学
一

)

時

ハ

士

口

東

大

一

水
路
荏
畑
内
山
イ
大
海
一

(

~

紅

と

パ

古

来

一

一

日

」

谷

一

日

九

谷

一

日

時

出

ゆ

十

料

J

……

治
時
紅
口
3
時
紅
コ
口
四
回
一
め
ん
塗
ス
一
一

皇

子

山

分

レ

れ

叩

分

ν
丹

)

時

放

あ

殊

ク

一

一

話

)

O

J

却

J

7

金
日
初
い
特
ニ
一
一
近
代
の
臼
本
画
の
大
家
と
し
て
患
い
の
緩
山
で
し
ょ
う
か
。
よ
っ
て
奥
行
き
を
表
現
し
た
り
、

何ょ
T
1
3
r
Eに
へ
た
一
一
よ
く
知
ら
れ
た
下
村
銀
山
(
し
も
そ
し
て
、
こ
の
観
出
訪
れ
た
も
の
を
立
蓄
に
雪

同
一
む
ら
か
ん
ざ
ん
語
、
警
に
ゆ
重
量
室
と
い
う
の
が
、
実
は
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
?

か
り
あ
る
美
術
家
と
い
え
る
か
ど
平
塚
市
日
海
岸
の
近
く
に
あ
っ
た
の
世
絵
に
描
か
れ
た
人
物
↑

う

か

は

、

お

そ

ら

く

意

見

の

わ

か

で

す

。

よ

く

わ

か

る

で

し

ょ

う

。

れ
る
と
こ
ろ
で
し
よ
う
。
果
た
し
て
夜
中
に
観
山
は
、
ど
で
、
ま
る
で
漁
り
絵
の
し

し
か
し
、
観
山
の
弟
子
の
ひ
と
ん
な
獲
で
平
塚
の
思
頒
に
降
り
立
じ
さ
え
し
ま
す
。

り
、
前
田
費
税
(
ま
え
だ
せ
い
そ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
娩
は
つ
ま
り
、
臼
本
の
美
M

ん
)
が
伝
え
る
次
の
よ
う
な
、
善
事
の
宮
治
ま
っ
た
の
で
し
ょ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

に
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
銭
山
と
ネ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
一
体
ど
ん
表
現
時

塚
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
な
話
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
歯
や
、

品
取
呉
何
人
か
の
父
親
と
話
て
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し

を
オ
る
議
会
が
あ
り
、
つ
く
づ
た
。
私
の
家
庭
は
普
通
な
の

く
か
父
親
H

も
大
変
だ
な
と
思
に
、
ど
う
し
て
子
供
が
こ
ん
な

い

ま

し

た

。

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

し

ょ

お
会
い
し
た
父
親
の
子
供
は
う
か
」

ほ
と
ん
ど
が
学
校
に
行
か
れ
な
と
父
親
は
必
ず
鼠
っ
た
額
を
し

い
と
か
、
集
団
生
活
が
つ
ま
く
ま
す
。

で
き
な
い
子
供
た
ち
で
、
そ
の
ど
の
父
親
も
、
み
ん
な
真
一
部

上
、
父
親
は
子
供
が
問
題
行
動
自
に
一
生
時
略
命
に
生
き
て
い
ま

を
起
こ
す
ま
で
、
仕
事
だ
り
に
す
。
し
か
し
、
父
親
の
同
か
仕

生
き
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
ぷ
E

事
だ
け
に
向
い
て
い
た
た
め
、

社
人
間
々
で
し
た
。
警
や
エ
よ
供
が
毎
日
ど
ん
な
気
持

今
ま
で
の
父
親
は
家
庭
や
子
ち
で
暮
ら
し
て
い
た
か
な
ど
、

供
の
こ
と
な
ど
、
全
て
母
親
に
考
え
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん

}

協

汐

で

し

た

。

伺

題

協

榊

倒

壊

佐

い

そ

の

た

め

、

齢

鞠

調

一

単

語

31明
感

母

殺

と

の

濁

で

ア

離

額

免

ゲ

一

持

駒

鴫

間

一

戸

気

持

ち

が

少

し

一

一

謀

議

一

四

号

、

機

関

九

人

H
Y

/
必
機
鋭
、
お
札
畑
一
訟
グ
ァ
惜
の
ず
つ
ず
れ
て
き
古
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
蓄
の
一
歴
史
の
ほ
ん
て

川
議
V
&戦
時
一
一
一
扇
町
附
散
て
し
ま
っ
て
い
三
塁
が
重
美
術
院
の
第
一
郎
の
小
さ
な
一
コ
マ
に
す
ぎ
な
い
こ
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

な
鮮
髄
…
崎
情
調
た
よ
う
で
す
。
一
一
展
の
た
め
に
、
病
後
を
お
し
て
制
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
平
塚
で
こ
う
し
た
意
味
て

AUF抱
一

二

j
4
3
父
親
と
い
う
…
一
作
し
て
い
た
持
と
い
う
の
で
す
か
の
で
き
ご
と
申
世
襲
す
る
と
、
仰
は
、
こ
れ
ま
で
の
巨

;
I
S需
の
は
芸
の
一
竺
ら
、
大
正
コ
一
年
の
九
月
ご
ろ
の
こ
か
美
術
が
身
近
に
な
っ
た
よ
う
で
く
な
か
っ
た
、
新
し
い

任
せ
る
こ
と

Zく
、
そ
の
た
員
と
し
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
一
一
と
で
す
。
と
て
も
楽
し
く
な
り
手
。
方
引
掻
か
れ
た
絵
と
い
え
ま
す
。

め
、
あ
る
臼
突
然
に
子
供
が
学
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
中
で
一
一
突
然
夜
中
に
、
酒
室
役
悶
戸
を
さ
て
、
今
回
目
相
介
す
る
の
は
、
銀
山
は
臼
本
美
術
娯
の
同
人
一

校
に
行
っ
て
い
な
い
と
知
ら
さ
か
父
親
々
と
し
て
の
あ
り
方
が
一
一
ど
ん
ど
ん
と
た
た
く
も
の
が
あ
る
こ
の
警
の
「
竹
林
童
と
い
ひ
と
り
と
し
丈
岡
倉
天
心
(
い

れ
、
関
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
一
一
の
で
、
警
部
が
い
ぶ
か
し
く
怒
っ
う
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
、
一
見
か
く
ら
て
ん
し
ん
)
の
霊
堂

「
子
供
が
こ
う
な
っ
た
の
は
お
り
、
塞
庭
に
も
自
を
向
け
て
い
吹
て
出
て
み
る
と
、
堂
々
と
し
た
体
す
る
と
、
竹
を
描
い
た
怖
の
変
管
下
、
横
山
大
観
(
ょ
こ
や
ま
た
》

父
さ
ん
に
も
責
任
が
あ
る
ん
で
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
吹
雪
警
が
何
事
ぶ
れ
も
な
(
て
つ
)
も
な
い
水
量
と
も
晃
か
ん
)
や
喜
重
(
ひ
し
だ
?

す

よ

」

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

竺

く

、

に

よ

っ

き

り

と

立

っ

て

い

て

え

ま

す

。

ゅ

ん

そ

う

)

と

共

に

、

西

洋

喫

と
責
め
ら
れ
で
も
、
自
牙
は
ど
こ
れ
か
ら
は
母
親
と
向
じ
よ
一
一
大
変
に
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。
描
剤
、
梅
、
師
側
、
竹
交
投
じ
て
問
問
技
法
廷
子
び
つ
つ
、
日
本
闘
の
廿

う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
う
に
、
父
親
も
家
庭
人
と
し
て
一
一
当
時
す
で
に
大
家
と
し
て
名
君
子
(
し
く
ん
し
)
と
い
い
、
こ
新
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
作
円

い
と
い
う
の
が
実
状
の
よ
う
で
い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
竺
を
な
し
て
い
た
観
山
が
、
ま
だ
若
の
竹
を
画
題
と
す
る
こ
と
は
、
確
は
、
こ
の
よ
う
に
努
力
の
成
田
否

す
。
な
く
な
っ
て
き
亡
い
る
の
で
は
百
い
青
邸
の
病
後
の
制
作
の
遅
れ
を
か
に
、
高
潔
な
君
子
に
模
し
て
描
訴
す
且
量
な
一
作
と
い
え
る
の
司

「
子
供
が
こ
ん
な
状
態
だ
な
ん
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
一
心
配
し
、
わ
ざ
わ
ぢ
色
分
か
ら
訪
く
中
留
の
宋
光
爾
以
来
の
伝
統
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
ね
て
き
た
の
で
す
。
な
ん
と
季
子
い
え
ま
す
o

(

主
任
学
芸
員
小
松
崎
拓
男
)
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